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A new subspecies of Strymonidia iyonis OTA et 
KUSUNOKI from Honshu, Japan 


TAKASHI SHIROZU and MICHITAKA NANBA 


1957 年 , PURSE MDS ORR Nt. Strymonidia iyonis Ora et KUSUNOKI ベニ モン カラ スシ ジミ 
は , その 後 の 同好 者 の 熱心 な 探索 と も か か わら ず 皿 が 嶺 以外 か ら は 発見 され な か っ た . 1969 年 6 月 15 日 , 岡山 県 
新 見 市 草間 で 土屋 悟 束 氏 に より , 翌 1970 年 6 月 28 日 に 同 場所 で 那須 敏 氏 に より それ ぞ れ 本 種 と 思わ れる 1 * が 採 
集 さ れ た の に K 端 を 発し , 著者 の 一 人 , 難波 遂 孝 は と の 問題 の チョ ウ の 生息 地 の 調査 , 卵 の 採集 お よび 飼育 I に 努力 し , 
その 生活 史 の 解明 と と も に , か な り の 標本 を 集め る と と が で きた が , 中 国 地方 産 の も の は 四国 皿 が 肉 産 の ベニ モン 
カラ スシ ジミ と は か な りら 明瞭 な 差異 が あり , 一 新 亜 種 と 認 む べき も の と 思わ れる の で , こと と に 新 名 を 与え て 記載 す 
る こと と し た . 


な お 本 新 亜 種 の 幼生 期 , 生活 史 に つい て は ERED 共同 研究 者 と と も に , 倉敷 昆虫 同好 会 報 “すず むし , 
(109) : 3-8, 1 pl., 1972” に 発表 し た . 


Strymonidia iyonis kibiensis SHIROZU et NANBA, subsp. nov. 
(Figs. 1~2, 3; 38~4, 92) 


The present new subspecies differs from the nominate one (Figs. 5~6, 3; 7~8, 2) from 
Saragamine, Shikoku in the following points, 
1. 


2. 


In both sexes, wing shape is less rounded, especially in outer margin of forewings. 
The size of sex-mark on forewings in male is smaller than in the nominate subspecies. 


The length of long axis of sex-mark is 2.2mm in the new subspecies, against 2.6mm in the nominate 
one in average, 


3. Tails of hindwings are usually longer, about 1.7 times as long as those of the nominate one 
in average compared in each sex. 

Length of forewings: 13. 6~15. 4mm (8), 14.8~17. 4mm て?). 

Time of appearance: End of May to end of June. 


Food-plants : Rhamnus yoshinoi MAKINO, R. japonica MAxIMowicz and R. japonica var. decipiens 
MAXIMOWICz, 


Distribution: Honshu (Okayama and Hiroshima Pref.) 
Holotype 3, Niimi City, Okayama Pref., 28. v. 1972, M. NANBA leg. 
Paratypes, 2033 142 9 from various localities in Okayama Pref. (Kawakami-gun, Atetsu-gun, 
Shitsuki-gun and Takahashi City besides the type locality). 

Holotype and 6 paratypes are preserved in the Biological Laboratory, College of General Education, 


Kyushu University, and the other paratypes are in Osaka Museum of Natural History, Osaka and 
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Kurashiki Konchu Kan, Kurashiki City. 
以上 の 記載 に 示し た よう に 本 新 亜 種 の 特徴 ( 原 名 亜 種 に くらべ て ) は , の ゃ と も K 半 形 の 丸み が 少な く , と くに 


前 頑 に お いて それ が 目立つ と と , @ 前 頑 性 標 の 大 き さ が 小さ いと と, の づ ゞ と も に 尾 状 突 起 が 短い と と で ある . AM 
亜 種 と 原 名 亜 種 の ふ 前 現 性 標 , 後 凌 尾 状 突 起 の 測定 値 を 示す と 第 1 て 3 表 の 通り で ある . 


第 2 表 前 贅 長 に 対す る 9 性 標 の 大 き さ の 割合 


第 1 表 性 標 の 大 き さ (絶対 値 ) の 比較 (単位 mm) 


性 標 長 径 の 長き V100 
EER さ 左 の 平均 短 径 の 市 左 の 平均 ( aE ) 
皿 が 嶺 産 |2.4 こ 2.8| 2.6 1.3.1.4, 1.3 | | BR 中 | zo A | 
| M a 4 @ | 16.7017.9 | 17.4 | 
新 E (1.8+2.5, 2.2 11.0~1.4 L2 新 亜 竹 13.2~16.9 | 15.1 | 
第 3 表 革 長 お よび 尾 状 突起 の 長 さ の 比較 (単位 mm) 
SME, 尾 状 突起 の 先端 まで を 測定 し た . 
産 地 | 性 別 前 xa) 長 後 Bos 長 尾 状 突 起 の 長 さ BME 100 に 対す 
mm mm mm る 尾 状 突起 の 比 
14. 4~15.7 12. 7~13.5 1.0~1.3 | 79 9.6 
愛 Rm 県 (平均 ) 14.9 (平均 ) 12.9 (平均 ) 1.2 (平均 ) 8.9 
Mm が R| 。 15.9~17.6 13. 9~15. 2 1.3~1.6 8.6~10. 6 
(平均 ) 16.8 (平均 ) 14.7 (平均 ) 1.4 (平均 ) 9.8 
| a 13.6~15.4 | 12.4~14.4 1.4~2.3 12.6~17.0 
| (平均 ) 14.6 | (平均 ) 13.5 (平均 ) 1.9 (平均 ) 14.0 
新 見 市 
f 16. 0~17. 4 14.6~15.8 |! 1.7~2.2 11.6~14.2 
(平均) 16.6 | 平均) 15.3 (平均 ) 2.1 (平均 ) 13.3 
14.2~14.9 | 12.8 こ 18.8 1.7~2.2 | 12.5~15.9 
川 上 郡 (平均 ) 14.4 (平均 ) 13.5 (平均 ) 1.8 | (平均 ) 13.5 
成 BD 町 | o 16. 2~16.6 14.9~15.9 2.4~2.6 15.8~17.4 
(平均 ) 16.4 | (平均 ) 15.4 (平均 ) 2.5 | (平均 ) 16.3 
a 14.2~14.9 | 18.2~14.1 1.9~2.3 14.4~16. 3 
後 月 H 平均 ) 14.5 | (平均 ) 13.9 (平均) 2.1 (平均 ) 15.5 
芳 井 町 | 。 14.8~16.7 14.2~16.3 2.4~3.0 | 16.0~18.8 
(平均 ) 16.1 (平均 ) 15.7 (平均 ) 2.8 | (平均 ) 17.6 
上 表 に 示す 通り 成虫 の 大 き さ は 両者 に その 差 は は ほとんど 認め られ な い . 尾 状 突 中 の 長 さ に お いて 吉 
備 高 原産 は 変異 に 富む が 皿 が 人 嶺 産 と 比較 し た 場合 , その 長 さ お よび 後 翔 長 に 対す る その 長 さ の 割合 は 
常に 長い . た だ 愛媛 産 の 個体 が も う 少 し 多けれ ば より 正確 な 結果 が 得 ら れ た で あろ う . (比較 個体 数 
FIRE 3 SS 3 29, 吉備 高原 産 30?⑦25 9 2 ) 
備 考 
1. 前 甚 表 面 中 室外 方 の 椅 色 区 の あら われ か た は , 愛媛 ・ 岡 山県 産 と も に 変異 が 多く , 両 亜 種 の 区 別 点 と し て と 
りあ げ る と と は で きぬ と 思わ れる が , \ に 関す る 限り 岡山 県 産 の も の が 一 般 に よく 発達 する 傾向 が ある よう に 感 ぜ 
られ た . 


2. 後 甚 裏面 肛 角 部 椿 色 玉 (第 1 一 2 室 ) の 内 側 を 縁 ど る 黒色 艇 条 は , 新 亜 種 に お いて は 原 名 亜 種 に くら べ て そ 


の 出現 が 弱く 感 ぜ られ る が , その 差 は ざ リ ケー ト で ある の で あえ て 区 別 点 と し て あげ な か っ た . 

3. EEA kibiensis は その 生息 地 “吉備 高原 ”" に 因 ん で 名 付け た も の で “吉備 産 の ” 意 で ある . 

4. 現在 まで ! に 確認 し た 本 新 亜 種 の 産地 は , 。 岡山 県 下 の 新 見 市 (草間 , 中 井倉 , 長屋 ), 川上 郡 (備中 町 , 成羽 
町 , 川上 町 ), 高 染 市 上 時 阿 哲 郡 哲多 町 , 後 月 郡 芳 井 町 お よび 広島 県 比 導 郡 東城 町 で ある . 
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Fig. 1. Strymonidia iyonis kibiensis SHIROZU et NANBA, subsp. n. @, upperside (holotype). 
Fig. 2, Same as above, の ,underside (holotype). Fig. 3. Same as above, 2, upperside. Fig. 
4, Same as above, 2, underside. Fig. 5. Strymonidia iyonis iyonis OTA et KUSUNOKI, ĝ, 
upperside (Saragamine). Fig. 6. Same as above, @, underside (Saragamine). Fig. 7, Same 
as above, 2, upperside (Saragamine). Fig. 8. Same as above, 2, underside (Saragamine). 
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